
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続的可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル  親子農業体験              ＪＡ名 愛知西 （愛知県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

食農教育活動は、当ＪＡにおけるＣＳＲ活動であると考える。そこで、食農教育

の一つである「親子農業体験」を通じ、管内における小学生とその保護者を対象

に、農業に関する親子間のコミュニケーションの活性化を図り、親子で農業に触

れる環境づくりを推進することにより、農業への興味や生物多様性への認識を深

めてもらうために実施している。 

 

２ 概要 平成２６年度活動概要 

・活動主体 

金融部、営農部、生活部、総合企画部、女性部 

・実施内容 

播種・定植体験、田植え体験、収穫体験(２回）、料理教室、刈取り体験、もち

つき体験(全７回）を５月～１２月にかけて実施 

・参加者 

一宮市・稲沢市に在住の小学生とその保護者 22組 79人 

・参加費 

無料 

３ 成果 

（効果） 

播種・定植から収穫までを、あるいは田植えから刈取りまでを体験することで、

農業や地元農産物への関心が高まった。 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・本店主導の農業体験だけでなく、「支店を核とした組織づくり」の一環として各

支店主導の農業体験を実施し、地域住民とのつながりをさらに深める。 

 

 

 


